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１．概要 

 本仕様書は、株式会社 安川電機殿にてエンジニアリング納入された、制御コントローラ（型式：ＣＰ－３５００、Ｃ

Ｐ－３３００等）にて構成された、システムにおいて、ＨＭＩ用に㈱デジタル（現シュナイダーエレクトリックホールデ

ィングス㈱）社製グラフィックタッチパネル（型式：ＧＰ－４３０－ＥＧ１１、ＧＰ－４５０－ＥＧ１２等）が使用され

たシステムを対象といたします。 

㈱デジタル社製グラフィックタッチパネル（型式：ＧＰ－４３０－ＥＧ１１、ＧＰ－４５０－ＥＧ１２）は既にメーカ

ー生産中止ならびに保守中止となっており、また、同メーカーでは、株式会社 安川電機殿製制御コントローラに対応し

た特殊モデルの後継機種が生産されておらず、老朽化による故障や表示機能の劣化が発生しております。 

本更新仕様書は上記のユーザー様向けの、グラフィックタッチパネルの更新仕様について適用いたします。 

 

更新については、グラフィックタッチパネルの表示を一般仕様のシュナイダーエレクトリックホールディングス㈱社

製（ＧＰ－４５０１Ｔ）にソフトコンバートとし、㈱安川電機製コントローラとの通信対応として、通信経路の中間に新

たに、通信プロトコルコンバータの導入を行う事で、既設通信機能と同等の通信を実現します。 

上記の対応により、㈱安川電機製コントローラのハードウェア及びソフトウェアの変更の必要がなく、操業等に影響を

少なくし、短時間での更新が可能です。 
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２．構成図 

 

２－１．更新前構成 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２－２．更新後構成 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

２１３ＳＩＦモジュール 

[JAMSC-IF-76AV] 

通信プロトコル 

コンバータ 

 

グラフィックタッチ

パネル 

シュナイダー 

エレクトリック 

ホールディングス㈱ 

[GP-4501T] 

RS-232C 

安川電機MEMOBUS ﾌﾟﾛﾄｺﾙ(ﾏｽﾀｰ) 

 

コントローラ 

 

㈱安川電機社製 

CP-213伝送 

PORT1 

更新範囲 

グラフィックタッチ 

パネル 

㈱デジタル 

[GP-430-EG11, 

 GP-450-EG12] 

２１３ＳＩＦモジュール 

[JAMSC-IF-76AV] RS-232C 

安川電機MEMOBUS ﾌﾟﾛﾄｺﾙ(ﾏｽﾀｰ) 

 

コントローラ 

 

㈱安川電機社製 

CP-213伝送 

PORT1 CH0 

LAN 

Ethernet 安川電機MEMOBUS ﾌﾟﾛﾄｺﾙ(ﾏｽﾀｰ) 
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３．システム機器一覧 

 

No 機器名称 機器型式 メーカー 個数 備考 

 グラフィックタッチパネル部     

1 １０．４型グラフィックパネル GP-4501T ｼｭﾅｲﾀﾞｰｴﾚｸﾄﾘｯｸ １  

      

 プロトコルコンバータ部     

2 ＣＰＵモジュール FWS-CB20-100 コンテック １  

3 AC-DC電源ユニット POW-AD22GY コンテック １  

4 シリアル通信ユニット COM-2(FIT)GY コンテック １  

5 取り付け金具  製作品 １  

      

 通信ケーブル     

6 表示器間ＬＡＮクロスケーブル KB-T6-01CK サンワサプライ １ １ｍ 

7 ２５⇒９Ｐｉｎ変換ケーブル KRS-9F25F02K サンワサプライ １ ０．２ｍ 

      

      

      

      

      

      

      

      

      

      

      

      

      

      

      

      

      

      

      

 

注）本一覧には、グラフィックタッチパネルの作画ソフト（ＧＰ-ＰｒｏＥＸ）は含まれません。 

  必要により、ご購入下さい。 
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４．プロトコルコンバータ仕様 

 

 本通信プロトコルコンバータは、ＣＯＮＴＥＣ社製マイクロコントローラ、電源ユニットおよびＲＳ－２３２Ｃコミュ

ニケーションモジュールで構成されます。制御盤への取付けは、３５ｍｍＤＩＮレールで行います。 

 

 

４－１．機器構成 

 

 （１）電源ユニット   ＰＯＷ－ＡＤ２２ＧＹ 

 （２）マイクロコントローラユニット  ＦＷＳ－ＣＢ２０－１００ 

 （３）RS-232Cコミュニケーションモジュール ＣＯＭ－２（ＦＩＴ）ＧＹ 

 

 

 

 
 

 

 マイクロコントローラは、ＣＦ（コンパクトフラッシュメモリ）にＯＳ（Ｌｉｎｕｘ）およびアプリケーションソフト

が格納されます。 

 プロトコル変換器の通信パラメータ設定や通信ログの表示は、マイクロコントローラのＬＡＮポートにノートパソコ

ンを接続し、ブラウザソフト（インターネットエクスプローラ等）でメンテナンスを行います。 

 

 

 

  

AC100V 

JAMSC-IF-76AV 

GP-4501T／メンテナンス用ノートパソコン 

RS-232C 

ｶﾃｺﾞﾘｰ 5(ｸﾛｽ)ｹｰﾌﾞﾙ 

CONTEC 

POW-AD22GY 

CONTEC 

COM-2(FIT)GY 

Ch0 

Ch1 

電源 

ﾕﾆｯﾄ 

RS-232C 

ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ 

ﾓｼﾞｭｰﾙ 

Dev 

ID 

5VDC 

5VDC 

86～264VAC 

CONTEC 

ﾏｲｸﾛｺﾝﾄﾛｰﾗ 

ﾕﾆｯﾄ 

LAN 

5VDC 

CF 
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４－２．機器詳細 

 

機器名称 ＡＣ－ＤＣ電源ユニット 

型 式 ＰＯＷ－ＡＤ２２ＧＹ 

メーカー名 ＣＯＮＴＥＣ 

仕様項目 仕様内容 

入力 電圧：AC85V～264V 

電流：0.3A(AC100V時)、0.2A(AC200V時) 

周波数：47～440Hz 

出力 定格電圧：DC5V ±5% 

定格電流：2.0A（最大） 

使用周囲温度 0～50℃ 

外形寸法 52.4(W)×64.7(D)×94.0(H) 

 

機器名称 マイクロコントローラユニット 

型 式 ＦＷＳ－ＣＢ２０－１００ 

メーカー名 ＣＯＮＴＥＣ 

仕様項目 仕様内容 

ＣＰＵ ﾙﾈｻｽ SH7751R 240MHz 

メモリ SDRAM 64MB FlashROM 8MB 

補助記憶装置 128MB Compact FLASH 

インターフェース ﾈｯﾄﾜｰｸ: 100BASE-TX/10BASE-T、RJ45 LAN ｺﾈｸﾀ 

電源電圧 DC5V±5%  2.5W（最大） 

使用周囲温度 0～50℃ 

外形寸法 25.2(W)×64.7(D)×94.0(H) 

 

機器名称 ＲＳ－２３２Ｃコミュニケーションモジュール 

型 式 ＣＯＭ－２（ＦＩＴ）ＧＹ 

メーカー名 ＣＯＮＴＥＣ 

仕様項目 仕様内容 

チャンネル数 2 ﾁｬﾝﾈﾙ 

入出力仕様 RS-232C 

伝送方式 非同期シリアル伝送 

ボーレート 50～921,600bps 

データ長 ﾃﾞｰﾀ長：5～8 ﾋﾞｯﾄ 

ｽﾄｯﾌﾟﾋﾞｯﾄ：1、1.5、2 ﾋﾞｯﾄ 

パリティチェック 偶数、奇数、なし 

搭載ＬＳＩ 162850相当品（送受信FIFO 128byte） 

割込み ｺﾝﾊﾟﾁﾌﾞﾙﾓｰﾄﾞ 2点、ｴﾝﾊﾝｽﾄﾓｰﾄﾞ 1点 

電源電圧 DC5V±5%  100mA（最大） 

使用周囲温度 0～50℃ 

外形寸法 25.2(W)×64.7(D)×94.0(H) 
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４－３．取付け寸法図 

 

 

 

  

103mm 

94mm 

35mm DIN ﾚｰﾙ 

前面図 

35mm DIN ﾚｰﾙ 

64.7mm 4mm 6mm 

側面図 
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ﾓｼﾞｭｰﾙ 

Dev 

ID 
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5VDC 
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CONTEC 

ﾏｲｸﾛｺﾝﾄﾛｰﾗ 
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LAN 

5VDC 
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４－４．システムソフト構成 

 

ソフトウェア名 ソフトウェア内容 

オペレーティングシステム Timesys Linux 4.0 (Kernel 2.4.18-timesys) 

対応プロトコル HTTP、FTP、SMTP、PPP、TELNET 

ソフト開発環境 GNU GCC、GDB 

ライブラリィ glibc 2.1.3 
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５．通信仕様 

５－１．基本仕様 

（１）    適用回線   ：ＲＳ－２３２Ｃ 

（２）    伝送方式   ：半２重 

（３）    同期方式   ：調歩同期 

（４）    伝送速度   ：既設設定に準拠 

（５）    データ長   ：既設設定に準拠 

（６）    パリティチェック  ：既設設定に準拠 

（７）    ストップビット  ：１ビット 

（８）    メッセージフォーマット ：ＭＥＭＯＢＵＳプロトコル形式 

（９）    送信データ数  ：３２ワード 

（１０） 受信データ数  ：３２ワード 

（１１） その他   ：ＧＰ－４３０－ＸＹ３２専用通信仕様による、 

ページ単位でのワード通信 

 

 

 

 

５－２．コントローラ側通信ケーブル仕様 

 

 

  JAMSC-IF-76AV側                                                       COM-2(FIT)GY側 

   （PORT 1）                                                             (CH0) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

 

 

 

  

FG      1 

TXD     2 

RXD     3 

RTS     4 

CTS     5 

(NC)    6 

SG      7 

(NC)    8 

(HIGT)  9 

1 DCD 

2 RXD 

3 TXD  

4 DTR 

5 SG 

6 DSR 

7 RTS 

8 CTS 

9 RI 

D-SUB 9P F(雌) 

UNC#4-40(ｲﾝﾁﾈｼﾞ) 

D-SUB 9P M(雄) 

3M(ﾐﾘﾈｼﾞ) 
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６．グラフィックパネル仕様 

 

機器名称 １０．４型グラフィックタッチパネル 

型 式 ＧＰ－４５０１Ｔ 

メーカー名 シュナイダーエレクトリックホールディングス 

仕様項目 仕様内容 

定格電圧 AC100V～240V 

電圧許容範囲 AC85～264V 

許容瞬停時間 1サイクル以下（ただし瞬時停電の間隔は1s以上） 

消費電力 AC100V:44VA以下 AC240V:58VA以下 

絶縁耐力 AC 1500V 20mA 1分間（充電部端子とFG端子間） 

絶縁抵抗 DC 500V 10MΩ以上（充電部端子とFG端子間） 

使用周囲温度 0～55℃ 

保存周囲温度 -20～60℃ 

使用周囲湿度 10～90%RH（結露のないこと、最大湿球温度39℃以下） 

保存周囲湿度 10～90%RH（結露のないこと、最大湿球温度39℃以下） 

汚染度 汚染度2 

腐食性ガス 腐食性ガスのないこと 

耐気圧（使用高度） 800～1114hPa（海抜2000m以下） 

耐振動 JIS B 3502、IEC61131-2に準拠 5～9Hz 片振幅 3.5mm 9～150Hz 

定加速度 9.8m/s2 X,Y,Z各方向10サイクル(100分間） 

耐ノイズ ノイズ電圧：1500Vp-p パルス幅：1µs 立ち上がり時間：1ns 

耐静電気放電 接触放電法 6kV（EN61000-4-2 レベル3） 

接地 機能接地：D種接地（SG-FG共通） 

保護構造 IP65f相当 NEMA #250 TYPE 4X/13（パネル埋込時のフロント面） 

外形寸法 W272.5×H214.5×D57 

質量 2kg以下（本体のみ） 

冷却方法 自然空冷 
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７．グラフィックパネルソフトコンバート手順 

（１）     

（２）       （１） 既設ＧＰのバックアップが無い場合 

      既設ＧＰからの画面情報のバックアップの取得が必要です。 

      バックアップには以下のツールが必要です。 

① ＰＣ－９８０１パソコン 

② ＧＰ通信専用ケーブル 

③ ＧＰ作画ソフト（ＧＰＰｒｏⅡ） 

 

（３）       （２） 既設ＧＰのバックアップが有る場合 

（４）           以下の２段階のコンバートが必要です。 

（５）           ① ＧＰ２０００シリーズ用へのコンバート 

（６）             既設バックアップファイルをＧＰ作画ソフト（ＧＰ-ＰｒｏⅢ）にてコンバートを行います。 

（７）           ② ＧＰ４０００シリーズ用へのコンバート 

（８）             ①にてコンバートを行ったファイルをＧＰ作画ソフト（ＧＰ-ＰｒｏＥＸ）にてコンバートを行います。 

（９）       

（１０）        注）上記のコンバートは単純なコンバートですので、デザイン等の見直しはされません。 

 

７－１．コンバート手順及び設定詳細 

①ＧＰ２０００シリーズ用へのコンバート 

 

ＧＰ－ＰＲＯ／ＰＢ３のファイルコンバータを起動します。 
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「ファイル」メニューから「ＧＰＰＲＯ２／３ファイルの選択」をクリックします。 

 

 

接続機器に、「メモリリンク ＳＩＯタイプ」を指定します。 

既設バックアップファイルを全て変換元設定へ追加し、「ＯＫ」をクリックします。 
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ＧＰタイプにＧＰ２５００を選択し、ファイル名を指定して「ＯＫ」をクリックします。 

 

 

「動作」メニューから「変換」をクリックすると変換が開始されます。変換完了したらファイルコンバータは終了します。 
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②ＧＰ４０００シリーズ用へのコンバート 

 

ＧＰ－ＰＲＯ ＥＸのプロジェクトコンバータを開きます。 

変換元にはＧＰ２５００用にコンバートしたプロジェクトファイルを指定し、変換先には作成するＧＰ４５０１用プロ

ジェクトのファイル名を指定します。 

「変換」をクリックすると変換を開始します。 

 

 

最後に変換処理情報の保存がありますが、特に必要なければ「キャンセル」をクリックします。 

以上でコンバートは終了です。 
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③システム設定 

 
ＧＰ－ＰＲＯ ＥＸでコンバートしたファイルを開きます。 

システム設定の周辺機器一覧から接続機器１を開き、「接続機器変更」をクリックします。 
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ポートを「イーサネット(TCP)」に変更します。 
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「デマンドポーリングを使用する」のチェックを外します。 
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本体設定の表示設定を開きます。 

プロトコルコンバータの起動とＧＰの起動速度にタイムラグがあるため、スタートタイムの設定を行います。 

１５秒に設定します。 

以上でプロジェクトファイルの変更は終了です。 

 

④ＧＰ本体設定 

ＧＰ本体のマニュアルを参照し、ＧＰ本体のＩＰアドレスの設定を行います。 

設定するＩＰアドレスは「１９２．１６８．１．１２３」です。 

 


